
多良木中学校第２学年 1組 数学科学習指導案 

平成２８年度 6月 1日（水） 第５校時 

場 所 ２年１組教室 

指導者 教諭 松田 典子 

１ 単元名 「連立方程式」 （啓林館 P３４～P５５） 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

   本単元は、中学校学習指導要領第２章第３節の以下の項目に基づくものである。 

    

 

 

   第１学年では、一元一次方程式について、その中の文字や解の意味を理解し、その解き方について学習 

  している。 

   第２学年では、これらの学習の上に立って、二元一次方程式とその解の意味や二元一次方程式を連立さ 

せることの意味及び連立方程式の解の意味を理解し、解を求めることができるようにする。さらに具体的 

な場面で連立二元一次方程式を活用する能力を育てることをねらいとしている。 

 

（２）系統観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生徒観（男子１６名、女子１６名 計３２名） 

   本学級は、特別支援学級（弱視学級）の生徒を含む、男子 16名、女子 16名、計 32 名の学級である。 

明るい雰囲気で、発言の多い学級であるが、数学が得意な生徒とそうでない生徒の差が大きく、学習意欲 

にも差が感じられる。標準学力検査では、全国水準をやや上回った。しかし、自分で根気強く考えること 

が苦手である。また、既習事項を習得できておらず、個別指導が欠かせない生徒が４名いる。 

   レディネステストの結果は以下のとおりである。 

   

  方程式の解の意味についてしっかり理解していない生徒が多く、方程式を解くことや多項式どうしの計算 

 など、既習事項が十分定着していない生徒がいるため、授業では、既習事項についても丁寧に指導していく 

 必要がある。 

問題 正答率 

方程式（一元一次）の解の意味を理解している。 63％（19／30） 

簡単な方程式を解くことができる。 73％（22／30） 

多項式どうしの加法ができる。 73％（22／30） 

多項式どうしの減法ができる。 70％（21／30） 

中学校１年  

 ３章 方程式 

●等式の性質 

●方程式の中の文字や解の意味 

●一元一次方程式の解き方 

●方程式の利用 

 

中学校３年  

 ３章 二次方程式 

●二次方程式の解の意味 

●二次方程式の解き方 

●二次方程式の利用 

〔第２学年〕A 数と式 

（２） 連立二元一次方程式について理解し、それを用いて考察することができるようにする。 

中学校２年 １章 式の計算  

 ●２つの文字をふくむ加減 

 ●２つの文字をふくむ式の値 

 ●等式の変形 

中学校２年 ２章 連立方程式 

 ●二元一次方程式とその解の意味 

 ●連立方程式とその解の意味 

 ●連立方程式を解くことと活用すること 

中学校２年 ３章 一次関数  

 ●２点を通る直線の式 

 ●二元一次方程式のグラフ 

 ●２直線の交点の座標 



（４）指導観 

  連立方程式の解法は、苦手な生徒でもある程度できるようになるが、解の意味やなぜその解法で解け 

 るのかなどを理解し解いている生徒は少ない。そのため、その後の利用を苦手とする生徒が多いように 

 思う。そこで、まずは、二元一次方程式の解や、連立方程式の解の意味について丁寧に指導する。また、 

 連立方程式の解法の要点は、２つの文字のどちらか１つを消去することで、既習の一元一次方程式に帰 

 着させることである。文字を消去するために、等式の性質など既習事項を活用していく点にも気づかせ 

 たい。    

ア 研究の視点 

 

 

 

 

  【視点１】学ぶ喜びの明確化 

 ○本単元では、導入のさっさ立てや連立方程式を利用し様々な課題を解決する活動を通して、数学の不 

  思議さや日常生活での利用といった本質的な「学ぶ喜び」を感じられるようにするとともに、丁寧な 

  指導を通して、できる喜びや達成感といった情緒的な「学ぶ喜び」も感じることができるように授業 

  の展開を工夫したい。特に本時では、連立方程式の解き方を具体物を使い、考え、説明しあう活動を 

  取り入れることで、『できた』『わかった』といった情緒面での「学ぶ喜び」を感じられるようにした 

  い。 

【視点２】内発的動機付けにつながる課題設定 

 ○単元の導入では、実際にさっさ立てのゲームを行うことで、数あてゲームに関心を持ち、自らその仕 

  組みを考えようと思えるような授業の展開にしたい。また、本時では、連立方程式の解き方を式で考 

  えるのではなく、これまでに学習してきたことを使い解決できるような課題を設定することで、意欲 

  的に学習に取り組めるようにしたい。 

【視点３】学習過程・形態の工夫 

 ○「ねらいとする学ぶ喜びを」を達成するために、取り扱う課題の解決に向けて最適な学習形態を工夫 

  するとともに、授業過程の工夫として、授業の最後に必ず適用問題を取り入れたい。本時においても、 

  グループ活動を取り入れることで、苦手な生徒も得意な生徒の意見を聞き、「わかる喜び」を感じる 

  ことができると考える。さらに、適用問題を設定することで「できる喜び」を感じさせたい。 

イ 道徳教育との関連 

  事象を数理的に考察し、筋道立てて考え、表現する能力を高めることで、道徳的判断力を育成したい。 

ウ 人権が尊重される授業つくりの視点 

  多様な答えや考え方がある課題を設定することで、生徒一人一人が主体的に考え、周囲と考えを共有、 

 考察、協議する場面が生まれる。その結果、主体的に課題に取り組む意欲が高まるとともに、他の生徒 

 の考えにも耳を傾け、共に解決していこうという協働の精神が培われていくと考える。 

 

３ 単元の評価規準   

 

 

数学的な関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形などについての

知識・理解 

①碁石の数あてなどで、

二元一次方程式を導き、

その解について考えよう

としている。 

②加減法や代入法によっ

て、連立方程式を解こう

としている。 

③連立方程式を利用して

問題を解決しようとして

いる。 

①碁石の数あてなどで、

二元一次方程式を導き、

その解について考える

ことができる。 

②加減法や代入法を一

元一次方程式の解き方

と関連付けて考えるこ

とができる。 

③連立方程式を利用し

て問題を解決すること

ができる。 

①値の組を連立方程式

に代入して、連立方程式

の解であるかどうかを

確かめることができる。 

②加減法や代入法によ

って、連立方程式を解く

ことができる。 

③問題を解決するため

に連立方程式を解くこ

とができる。 

①二元一次方程式とそ

の解、連立方程式とその

解の意味を理解してい

る。 

②消去する、加減法、代

入法などについて理解

している。 

③連立方程式を利用し

て問題を解く手順を理

解している。 

研究主題     

「数学的活動の充実を通して、学ぶ喜びを育む指導の工夫」 



４ 指導計画及び評価基準（３／１３時間） 

時 学習活動 関 見 技 知 評価基準及び評価方法 

１ 

江戸時代の数あてゲームの課

題について考えることを通し

て、2つの文字を含む等式から

文字の値が求められることを

知る。 

◎    

関心・意欲・態度①（観察、ワークシート） 

江戸時代の数あてゲームの課題で、碁石の数の関係

を等式を使って表そうとし、二つの袋それぞれに対

する「はい」の数を求めようとする。 

２ 

江戸時代の数あてゲームの問

題を例に、二元一次方程式とそ

の解、連立方程式とその解など

の意味が理解できる。 

 ◎   

見方・考え方①（観察、ワークシート） 

問題の意味にそって、連立方程式の立式やその解

の意味を理解することができる。碁石を分ける課

題で、「はい」の数の関係から連立方程式を導き、

その解の意味を考察することができる 

３

本

時 

二元一次の連立方程式を一つ

の文字を消去することによっ

て、一つの文字の方程式にでき

ることを知る。 

   ◎ 

知識①（観察、ワークシート） 

与えられた二つの式から、文字が一つの方程式を

導くことで、連立方程式を解くことができること

を知る。 

４ 

左辺どうし右辺どうしの引き

算やたし算を行うことで、一つ

の文字を消去することができ

ることを知る。 

  ◎  

技能②（観察、ノート） 

左辺どうし右辺どうしを足したり引いたりして、

文字を消去できることを知り、それを用いて連立

方程式を解くことができる。 

５ 

加減法による連立方程式の解

き方を理解し、それによって方

程式を解く。 

  ◎  

技能②（観察、ノート） 

両辺を何倍かし、加減法を用いて連立方程式を解

くことができる。 

６ 

代入法による連立方程式の解

き方を理解し、それによって方

程式を解く。 

   ◎ 

知識②（観察、ワークシート） 

代入法によって文字を消去し、連立方程式を解く

ことができる。 

７ 

分数を係数に持つなど、いろい

ろな場合の二元一次連立方程

式を代入法や加減法を用いて

解く。 

  ◎  

技能②（観察、ノート） 

係数が分数や小数の場合や( )のついた式の、連

立方程式が解くことができる。 

８ 

簡単な場合について、二つの数

量を文字を使って表し連立方

程式を作り解決する。 

◎    

関心・意欲・態度③（観察、ノート） 

簡単な事象にそって、二つの文字を使って式をた

てることができる。立式した連立方程式の解を求

め、問題に合うか確かめることができる。 

９ 

簡単な場合について連立方程

式を作り、それによって問題を

解決する。 

 ◎   

見方・考え方③（観察、ノート） 

問題にそって連立方程式を作り、それを解くこと

で問題を解決することができる。 

10 
割合を用いた問題について、連

立方程式を用いて解決する。 
 ◎   

見方・考え方③（観察、ノート） 

割合を用いた問題に、連立方程式を利用して、問

題を解決することができる。 

11 

速さ・時間・道のりの問題につ

いて連立方程式を用いて解決

する。 

 ◎   

見方・考え方③（観察、ノート） 

速さと時間と道のりの関係を用いた問題に、連立

方程式を利用して問題を解決することができる。 

12 まとめの問題を解く。 ◎    

関心・意欲・態度②③（観察、ノート） 

積極的に問題を解決しようとする。単元の学習内

容を活用して問題を解決できる。 

13 
さっさ立てで、なぜ硬貨の枚数

がわかるか、理由を考える。 
◎    

関心・意欲・態度③（観察、ワークシート） 

さっさ立ての計算で、硬貨の枚数がわかる仕組み

を意欲的に考えようとしている。 

 

 

 



５ 本時の学習内容 

（１）本時の目標 

  与えられた二つの式から、文字が一つの方程式を導くことで、連立方程式を解くことができることを知る。 

（２）本時の展開 

過

程 

時

間 
学習活動 指導上の留意点・評価 備考 

課

題

設

定 

５ 

分 

１ 前時を振り返り、本時の 

目標を知る。 

 

  

 

○電子黒板を使い、前時の復習をする。 

○前回、連立方程式の解の意味について学習したが、本 

 時では、その解をもっと簡単に求める方法がないか考 

えることを伝える。 

パワーポイ

ント 

電子黒板 

 

 

 

 

課 

 

 

 

題 

 

 

     

追 

 

 

 

求 

 

 

 

 

 

 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

分 

 

 

５

分 

 

10 

分 

 

 

２ 連立方程式の解き方に 

 ついて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで考えをまと 

める。 

 

 

４ 代表グループの発表を 

聞く。 

 

５ 連立方程式の解き方を 

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ここで、式のまま考えることは難しいので、ｘをりん 

ごの値段、ｙをみかんの値段とし、それぞれいくらに 

なるか考えることを伝える。 

○答えを求めることができた生徒には、解き方の説明を 

考えさせる。 

○グループになり、解き方を確認し、グループごとによ 

りよい説明を考えさせる。 

 

 

○代表のグループの発表を聞き、解き方を確認する。 

 

 

○なぜ、差を求めるとよいのかを考えさせる。差を求め 

ることでりんご１個の値段を求めることができる。つ 

まり、文字を１つ消去することで、連立方程式を解く

ことができることを確認する。 

○実際に式で解き方を確認する中で、「文字を消去する」 

「代入する」などの用語をおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート

りんごとみ

かんの模型 

（黒板用） 

 

みかんとり

んごの模型 

（グループ用） 

発表用ボード 

 

 

 

ま

と

め 

５

分 

 

 

 

６ 適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

    

 

 

 

 

【本時の目標】 連立方程式の解き方を考えよう！ 

【学習課題】 連立方程式 

   2503  yx  

   150 yx     の解き方を考えよう。 

【確認問題】  

次の連立方程式を解きなさい。 

5 yx   

    33  yx    

【評価基準】〈B〉評価（知識・理解）ノート  

 与えられた二つの式から、文字が一つの方程式

を導くことで、連立方程式を解くことができるこ

とを知る。 

〈A〉評価 与えられた二つの式から、文字が一つ

の方程式を導き、連立方程式を解くことができる。 

〈B基準に達していない生徒への手立て〉 

 図や絵をもとに、上の式から下の式をひくこと

で、文字が一つ減り、すでに学習している方程式に

なることを教師や得意な生徒との教え合いで確認

する。 

  

 

 


